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中
国
・
武
漢
へ
日
本
政
府
が
チ
ャ
ー
タ
ー
機
を
運
航
し
た
本
年
一

～
二
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
急
速
に
世
界
各
地

に
拡
散
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
多
く
の
国
が
感
染
拡

大
防
止
措
置
の
一
環
と
し
て
国
境
封
鎖
や
国
際
線
の
運
航
停
止
と

い
っ
た
措
置
を
執
っ
た
た
め
、
在
留
邦
人
が
出
国
で
き
な
く
な
る

ケ
ー
ス
が
各
地
で
発
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
外
務
省
で
は
、
茂
木

外
務
大
臣
の
指
揮
の
下
、
領
事
局
や
各
地
域
局
、
在
外
公
館
が
一
体

と
な
り
、
こ
れ
ら
邦
人
の
帰
国
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
、
そ
の
概
略
と
、
と
り
あ
え
ず
の
結
果
に
つ
き
紹
介
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

在
外
公
館
を
中
心
と
し
た
帰
国
支
援

　

出
国
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
各
国
に
所
在
す
る
日
本
国
大
使
館
や

総
領
事
館
で
は
、
邦
人
の
方
々
が
出
国
・
帰
国
で
き
る
よ
う
対
応
に

当
た
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
現
地
政
府
や
航
空
当
局
、
航
空
会

社
に
働
き
か
け
た
り
、
現
地
の
日
本
人
会
や
旅
行
代
理
店
、
他
国
の

大
使
館
な
ど
と
緊
密
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
①
国
際
線
運
航
停
止
等

の
措
置
の
例
外
的
緩
和
、
②
臨
時
商
用
便
の
運
航
、
③
現
地
日
本
人

会
や
旅
行
代
理
店
に
よ
る
民
間
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
、
④
第
三
国

運
航
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
へ
の
邦
人
の
同
乗
な
ど
に
つ
き
調
整
を
行
っ

て
き
た
。
ま
た
、
実
際
に
臨
時
商
用
便
や
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
航
さ

れ
る
に
際
し
て
は
、
航
空
券
の
入
手
方
法
な
ど
の
必
要
な
情
報
に
つ

き
、
領
事
メ
ー
ル
お
よ
び
大
使
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
邦
人
へ

の
周
知
を
行
っ
た
。
ま
た
、
移
動
制
限
が
課
さ
れ
て
い
る
場
合
の
空

港
へ
の
移
動
の
支
援
や
、
出
発
国
・
経
由
国
で
の
搭
乗
支
援
等
に
つ

い
て
も
可
能
な
範
囲
で
行
わ
れ
た
。

外
務
省
領
事
局

海
外
邦
人
安
全
課
長

森
和
也

も
り　

か
ず
や　

一
九
九
五
年
京
都
大
学
卒

業
、外
務
省
入
省
。在
ロ
シ
ア
大
使
館
参
事
官
、

在
英
国
大
使
館
参
事
官
、
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
準
備
事
務
局
次
長
、
総
合
外
交
政
策
局
参

事
官
な
ど
を
経
て
、
二
〇
一
八
年
よ
り
現
職
。

日
本
政
府
は
武
漢
以
外
で
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行

世
界
各
地
に
お
け
る
邦
人
出
国
支
援
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こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
五
月
末
ま
で
に
、
国
際
線
の
運

航
停
止
な
ど
に
よ
り
出
国
が
困
難
と
な
っ
て
い
た
国
か
ら
一
万
人
以

上
の
日
本
人
の
帰
国
が
実
現
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
今
後

も
続
い
て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
支
援
の
う

ち
、
以
下
い
く
つ
か
の
具
体
例
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

ア
フ
リ
カ
で
の
複
雑
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
は
当
初
、
他
の
大
陸
と
比
較
す
る
と
感
染
者

数
は
少
な
い
状
況
で
は
あ
っ
た
が
、医
療
体
制
が
脆
弱
な
国
が
多
く
、

感
染
が
急
速
に
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
外
務
省
は
、
可
及
的

速
や
か
な
帰
国
の
検
討
を
呼
び
か
け
る
広
域
情
報
を
三
月
三
一
日
に

発
出
し
、
ア
フ
リ
カ
各
国
の
邦
人
の
帰
国
方
法
の
検
討
に
入
っ
た
。

　

ア
フ
リ
カ
で
は
各
国
に
数
名
か
ら
数
十
名
の
帰
国
を
希
望
す
る
邦

人
が
分
散
し
て
い
る
一
方
で
、
日
本
な
ど
へ
の
定
期
便
の
運
航
を
継

続
し
て
い
た
の
は
エ
チ
オ
ピ
ア
航
空
の
み
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
旅
行
代
理
店
や
第
三
国
等
が
手
配
す
る
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を

利
用
し
て
、
一
〇
の
ル
ー
ト
を
使
っ
て
一
五
ヵ
国
か
ら
、
ま
ず
は
エ

チ
オ
ピ
ア
・
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
に
集
ま
り
、
そ
こ
か
ら
エ
チ
オ
ピ
ア

航
空
の
定
期
便
や
民
間
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
帰
国
す
る
と
い
う
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
セ
ネ
ガ
ル

→
ギ
ニ
ア
→
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
→
エ
チ
オ
ピ
ア
と
、
途
中
で
複
数

の
国
を
経
由
し
つ
つ
エ
チ
オ
ピ
ア
に
た
ど
り
着
く
よ
う
な
ル
ー
ト
も

あ
っ
た
（
左
ペ
ー
ジ
図
参
照
）。
こ
う
し
た
複
雑
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
、
関
係
各
国
に
所
在
す
る
在
外
公
館
が
、
全
面
的

な
支
援
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
四
月
一
七
～
一
八
日
に
一
五
ヵ
国

の
邦
人
約
三
〇
〇
名
が
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
に
集
合
し
、
複
数
の
フ
ラ

イ
ト
に
分
乗
し
日
本
に
向
け
出
発
、
同
二
〇
日
ま
で
に
全
員
が
帰
国

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

他
国
・
地
域
と
の
協
力
に
よ
る
帰
国
も

　

出
国
が
困
難
と
な
っ
た
国
で
の
邦
人
支
援
を
行
う
中
で
、
わ
が
国

同
様
に
自
国
民
の
退
避
を
計
画
す
る
他
の
国
・
地
域
と
の
協
力
も
実

現
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
日
本
在
留
の
自
国
民
の
帰
国
の
た
め

の
臨
時
チ
ャ
ー
タ
ー
機
を
運
航
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
と
連
携
す
る

こ
と
で
、
四
月
二
日
に
同
機
が
日
本
に
向
か
う
際
に
、
約
一
五
〇
名

の
邦
人
が
搭
乗
し
、
帰
国
が
実
現
し
た
。
こ
の
よ
う
な
協
力
は
、
昨

年
、
国
交
樹
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
日
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
間
の
良
好

な
友
好
関
係
を
背
景
に
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

台
湾
と
の
間
で
は
早
く
か
ら
協
力
が
進
み
、
ペ
ル
ー
に
お
い
て
、

現
地
台
北
経
済
文
化
交
流
事
務
所
、
現
地
日
系
旅
行
会
社
そ
れ
ぞ
れ

の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
に
お
互
い
に
搭
乗
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
五
月
下

旬
に
は
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
日
本
航
空
臨
時
便
に
、
邦
人
に
加
え
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一
〇
〇
名
弱
の
在
露
台
湾
住
民
が
搭
乗
し
、
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

ま
た
、
韓
国
と
の
間
で
も
、
先
述
の
四
月
の
ア
フ
リ
カ
か
ら
出
国

の
一
〇
の
ル
ー
ト
に
は
韓
国
人
計
約
七
〇
名
が
搭
乗
す
る
一
方
、
ケ

ニ
ア
に
お
い
て
は
韓
国
政
府
手
配
の
臨
時
便
で
邦
人
約
五
〇
名
が
出

国
す
る
な
ど
、各
地
で
相
互
の
協
力
が
行
わ
れ
た
。
五
月
五
日
に
は
、

イ
ン
ド
の
デ
リ
ー
か
ら
運
航
し
た
日
本
航
空
臨
時
便
に
、
白
血
病
を

患
っ
て
い
る
五
歳
の
韓
国
人
少
女
と
そ
の
家
族
が
搭
乗
し
、
日
本
経

由
で
韓
国
へ
の
帰
国
が
実
現
し
た
。
こ
れ
は「
こ
ど
も
の
日
の
奇
跡
」

と
し
て
韓
国
内
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
、
韓
国
の
康
京
和
外
交
部
長
官

か
ら
茂
木
外
務
大
臣
宛
に
感
謝
の
書
簡
が
送
ら
れ
る
な
ど
、
日
韓
協

力
の
観
点
か
ら
も
良
い
事
例
と
な
っ
た
。

　

外
務
省
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
邦
人
保
護
の
観
点
か
ら
、
特
定
の
国

か
ら
の
退
避
や
出
国
支
援
を
行
っ
て
き
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
数
多

く
の
国
で
同
時
多
発
的
に
対
応
に
当
た
っ
た
の
は
今
回
が
お
そ
ら
く

初
め
て
と
な
っ
た
。
ま
た
、
紛
争
や
テ
ロ
で
は
な
く
、
感
染
症
に
起

因
す
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
の
も
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　

か
か
る
状
況
下
に
お
い
て
、
外
務
省
で
は
い
つ
も
以
上
に
、
邦
人

へ
の
情
報
発
信
に
意
を
用
い
、
臨
時
便
や
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
に

つ
い
て
い
ち
早
く
領
事
メ
ー
ル
発
出
や
大
使
館
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
を

行
っ
た
ほ
か
、
感
染
症
危
険
情
報
に
つ
い
て
も
そ
の
都
度
発
出
・
周

知
し
て
き
た
。
そ
の
観
点
か
ら
は
、Ｈ
Ｐ
を
確
認
し
た
り
せ
ず
と
も
、

領
事
メ
ー
ル
な
ど
の
情
報
を
受
け
取
れ
る
（
＝
プ
ッ
シ
ュ
型
）
手
法

の
「
た
び
レ
ジ
」（
三
カ
月
以
上
の
滞
在
の
場
合
は
「
在
留
届
」）
の

邦
人
保
護
活
動
で
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
今

後
、
情
報
発
信
の
さ
ら
な
る
強
化
に
向
け
、
い
っ
そ
う
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
●

出国邦人数：301名
関連国数　：15カ国 　　　　日本までの航空便

エチオピア航空定期便：計160名
　　　同チャーター便 :計141名

アフリカ在留邦人出国オペレーション（4月18日現在）

（注）ザンビアは国境閉鎖
　　　されていない国




